
平成２３年度 東北ブロック水産業関係研究開発推進会議資源海洋部会報告書 

 

会議責任者 東北区水産研究所長

 

１ 開催日時及び場所 日時 平成２３年１１月１日（火）９時～１１時３０分 

場所 宮城県庁行政庁舎９階第１会議室（仙台市） 

２ 出席者所属機関及び人数 ９機関  ２４名 

 

３ 結果の概要 

 

議 題 

 

結果の概要 

 

１．報告事項 

(1）平成２２年度漁業

資源・海洋環境部会に

対する要望事項に係る

対応状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)平成２３年度研究

実施概要及び平成２４

年度研究計画概要 

 

 

(3)研究科会などの活

動状況 

 

 

 

２．協議事項 

(1)東北ブロック水産業

関係研究開発推進会議

資源海洋部会運営細目

について 

 

 

 

 

 

 

 

資源海洋部長から、「閉鎖性水域（陸奥湾）の特性に応じた

海況予測モデルの開発」については、青森県が主体となって平

成２３年度実用技術開発事業「猛暑時のホタテガイへい死率を

低減する養殖生産技術の開発」を獲得し、平成２５年度まで実

施することになったことを報告した。また、「海況モニタリング体

制のあり方」については現体制を維持するという基本方針を確

認したこと、「動物プランクトン資試料の収集・管理」については

当所が一元的に標本を収集・管理する方向が合意されたこ

と等、その後の進捗状況を報告した。 

 

各県から、強い水産業づくり交付金を財源とした資源管理・

漁業所得補償事業における調査船運航の位置づけについて報

告された。県により新事業による海洋観測調査に対する考え方

が異なることが明らかとなり、それらの情報を共有した。 

 

各県及び当資源海洋部から、それぞれの機関における水産

資源、水産海洋及び漁場環境分野の調査研究実施課題につ

いて、新規課題を中心に研究内容の紹介があり、質疑を行い相

互理解を深めた。 

 

当資源海洋部から、研究会としてのサンマ等小型浮魚資源

研究会議、東北ブロック底魚研究連絡会議のほか、震災対応に

係る海況担当者会議、水産海洋連絡会、海洋環境コロキウムの

活動状況を報告した。 

 

 

本年9月に制定された資源海洋部会の運営細目について報

告するとともに、研究会設置について協議した。 

当資源海洋部から、これまで研究会に位置づけていたサンマ

等小型浮魚資源研究会議及び東北ブロック底魚研究連絡会議

は、資源評価事業関連の会議であり、本部会の研究会に位置

づけないのが適当であるとの意見が出された。これについて、

各構成者からの意義はなく、本部会には研究会を設置しないこ

ととした。 

 



 

(2) 平成２３年度水産

研究開発成果情報候補

課題の検討 

 

 

 

 

（3）資源海洋部会に対

する要望事項（研究開

発ニーズ）の検討 

 

 

 

３．その他 

 

提出された関連分野の研究成果情報各課題の報告があり、

検討した結果、以下の２課題を当部会における研究成果情報と

して承認することが合意された。 

1)２０１０年のサンマ棒受網漁業の不漁原因 

2)東日本大震災大津波による水位変動の実態 -七ヶ浜町に設

置した波高計データの解析- 

 

宮城県水技センター内水面水試から要望された「震災により

逃避した養殖ギンザケのシロサケ資源及びサクラマス資源への

影響」について、課題化の可能性を検討した。その結果、さけま

す推進会議や当ブロック推進会議資源生産部会等での検討を

要請することとした。 

 

各機関における震災対応に関する調査研究の進捗状況、成

果の漁業者等への情報提供のあり方について情報交換した。 

 

 


